
筆者の工夫をとらえて読み、それを生かして書こう

『鳥獣戯画』を読む

2024年　春日北小学校　金丸 拓未



自分と筆者の
解説文を比較し

問いをもつ

主張を見つけ、
文章の構成や、
要旨を把握する

『鳥獣戯画』を読む　　学習計画

筆者の工夫を
生かして

解説文を書く

発見、日本文化のみりょく

➡筆者の工夫を生かして、文化の

よさが効果的に伝わる文章を書く

【表現の工夫】
・書き出し
・体言止め（文末）  
・論の進め方





点数 内容

評価のポイント

１点
１点
１点
１点
１点

絵から分かる事実が書かれている。

自分の考えがある。

見なくても想像できる。

分かりやすい。

納得できる。「なるほど」「確かに」





【比較】筆者の工夫のすごさは？

①　書き出し　：「はっけよい、のこった」 実況中継風
②　観察力　　：黒一色、濃淡、骨格…
③　読み手目線：「ためしに、ぱっとめくってごらん」

【音読】１～３段落（班活動）



『鳥獣戯画』を読む 　　   問いストーリー

「筆者の工夫」を生かして，解説文にチャレンジ

・文章全体を読んで，筆者の主張を見つける。

・筆者の表現の工夫を見つける。





【筆者の主張はどこだ？】

第９段落：「鳥獣戯画は人類の宝だ。」
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筆者の工夫 段落 叙述

実況中継風 ① はっけよい，のこった。

体言止め ①② 足をからめて返し技。なんとかわず掛け。

問いかけ ③④⑤⑦ ぱっとページをめくってごらん。

納得させるしかけ ⑤ 絵を見てみよう。～気がついたかな。
いったいこれはなんだろう。～きっとこれは

評価（ほめる） ⑥⑦ 見事  たいしたものだ。実にすばらしい。

【筆者の書き方の工夫（技）はどこ？】 どれを使う？



単元最終第４時


